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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

牧草中の放射性物質を低減させることを目的に、草地更新における耕起等の処理が土壌中の放射性物質の分布に

及ぼす影響を明らかにするとともに、各処理後の土壌で生産された牧草の放射性セシウム（Ｃｓ）濃度を測定した。

(1) プラウによる反転耕後、ロータリーの浅がけにより砕土・整地を行うことで（プラウ耕＋ロータリー耕）、表層土壌

（0～5cm）の放射性Ｃｓ濃度は、無処理区に対して84～95％低減した（表1、図1）。

(2) ロータリー耕のみでは、表層土壌（0～5cm）の放射性Ｃｓ濃度は、無処理区に対して57～74％低減した（表1、

図1）。

(3) 芝刈り用機械（amazone製 グランドキーパー）によりリター層を除去することで、表層土壌（0～5cm）の放射性

Ｃｓ濃度は、無処理区に対して63％低減した（表2、図1）。

(4) 二番草収穫後、プラウ等により耕うんし播種（草地更新）した牧草の放射性Ｃｓ濃度は、無処理区(再生草及び自

然下種による新播草)に対して、プラウ耕＋ロータリー耕区で85％、ロータリー耕区で87％低減した（表3、図2）。

２ 期待される効果

(1) 放射性Ｃｓに汚染された牧草地の除染技術として活用することができ、安全な牧草生産に寄与することができ

る。

(2) リター除去とプラウ耕等を組み合わせて実施することで、表層土壌中の放射性Ｃｓはより効果的に低減できると

推察される。

(3) 農作業者の外部及び内部被曝のリスクを低減することができる。

３ 活用上の留意点

(1) 耕起深土内から水が出るような地下水位が高い牧草地においては、反転耕による草地更新は実施すべきでは

ない。

(2) 機械によるリター除去は、ほ場が乾燥した状態で実施すると粉塵が巻き上がりやすいため雨後または散水後に

実施する。

(3) 今回調査した牧草の放射性Ｃｓ濃度は、冬季の草丈３７～５４cmで測定したものであり、収穫適期のものではな

いことから一番草収穫時に再調査する。
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表１ 処理の違いによる放射性Cs濃度の垂直分布の変化

【試験１】 (単位：Bq/kg乾土)

圃場名 土壌採取深度
プラウ耕＋
ロータリー耕

ロータリー耕
リター除去
（手作業）

無処理

土壌0-5cm 164 1,542 2,273 3,667

土壌5-15cm 448 1,034 47 45

土壌15-30cm 500 504 20 50

土壌0-5cm 1,164 2,286 3,109 7,518

土壌5-15cm 946 950 25 109

土壌15-30cm 670 13 8 41

土壌0-5cm 3,461 6,252 12,479 24,817

土壌5-15cm 4,170 1,233 1,997 842

土壌15-30cm 401 87 186 163

A市

B市

畜産研究
所

表２ 芝刈り用機械によるリター除去効果

【試験２】 (単位：Bq/kg乾土)

圃場名 土壌採取深度
リター除去
（機械）

無処理

土壌0-5cm 2,463 6,612

土壌5-15cm 85 160
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図１ 土壌０～５cmの放射性Csの低減率
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図２ 牧草の放射性Csの低減率（畜産研究所 ２回の平均値）

表３ 土壌処理後に生育した牧草の放射性Ｃｓ濃度

(Bq/kgFW) (Bq/kgFW)

プラウ耕＋ロータリー耕 新播草 43.1 25 85.8% 18 83.8%

ロータリー耕 新播草 51.3 13 92.6% 21 81.1%

リター除去（手作業） 新播草 37.4 56 68.2% 34 69.4%

無処理（耕うん無） 再生草 54.6 176 - 111 -

OG、
IR（自然
下種）

※OG：オーチャードグラス、IR：イタリアンライグラス
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